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４月１７日のウクライナ情報 
安斎育郎 

❶米政権仲介の和平交渉支持 ルッテ氏、ウクライナ訪問（KYODO, 2025 年 4

月 16 日） 
【キーウ共同】北大西洋条約機構（NATO）のルッテ事務総長は 15日、ロシアの侵攻を受けるウクラ

イナのゼレンスキー大統領と同国南部オデーサを訪れ、安全保障を協議した。ルッテ氏は、トランプ米

政権が仲介するウクライナとロシアの戦闘終結に向けた交渉について「簡単ではない」と指摘した上

で、和平実現を目指す取り組みを支持すると強調した。 

停戦が見通せない中、ロシアのミサイル攻撃は激しさを増し、ウクライナ南部クリブイリフや北東部

スムイなどで市民の犠牲が相次いでいる。穀物輸出の主要拠点であるオデーサの港湾インフラへの攻

撃も続き、ゼレンスキー氏はルッテ氏との会談後、防空システム増強の必要性を訴えた。 

ルッテ氏も市民やインフラを狙ったロシアの攻撃を非難。ウクライナの防衛強化、停戦後のロシアに

よる再侵略防止、恒久的な平和実現に向けた「われわれの支援は揺るぎない」と連帯を表明した。 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/538d55d3635dcb7c5f9c5bfe40fa0ecab

94b8791/images/000 

 

❷アメリカ国連臨時大使、ウクライナ停戦交渉巡り「ロシアの約束違反には我慢なら

ない」（讀賣新聞、2025 年 4 月 9 日） 

https://news.yahoo.co.jp/articles/538d55d3635dcb7c5f9c5bfe40fa0ecab94b8791/images/000
https://news.yahoo.co.jp/articles/538d55d3635dcb7c5f9c5bfe40fa0ecab94b8791/images/000
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【ニューヨーク＝金子靖志】米国のドロシー・シェイ国連臨時代理大使は８日、ウクライナ情勢に関す

る国連安全保障理事会の会合で、侵略を続けるロシアに対し「不誠実な交渉や約束違反には我慢なら

ない」と述べ、停戦交渉に早期に応じるよう求めた。 

 会合は、ウクライナ中南部クリビー・リフで４日に起きたロシアによるミサイル攻撃を受けて開かれ

た。この攻撃で子供９人を含む民間人２０人が死亡した。 

シェイ氏は、この攻撃は「恐ろしい悲劇だ」と述べ、戦争の早期終結が必要だと強調した。ロシアとウ

クライナが既に合意している停戦措置の完全な履行を求め、「我々はロシアの行動を見て、プーチン露

大統領が停戦に向けた意思を持っているかどうかを最終的に判断する」と語った。 

これに対し、ロシアのワシリー・ネベンジャ国連大使は「我々の目標の一つはウクライナの非武装化

だ。（停戦合意には非武装化などの）紛争の根本原因の排除が必要だ」と主張した。ロシアは、米国の

停戦案について「根本原因」の解決策を伴わないとして受け入れない考えを示していたが、ネベンジャ

氏は「真剣に対話を行う用意がある」とし、前向きな姿勢を見せた。 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/8bff026a46dc942b7f76b2011b64ded02

95754c7/images/000 

 

❸ウクライナへの有志国部隊「ドニプロ川西側に」 米特使が提案（TBS News dig, 

2025 年 4 月 14 日） 
ロシアとの停戦後にヨーロッパなどの有志国がウクライナに部隊を派遣する構想について、アメリ

カ・トランプ政権の担当特使が、ウクライナを南北に流れるドニプロ川の西側に部隊を展開させる案を

示しました。 

これは、トランプ政権のケロッグ・ウクライナ担当特使が 11日に公開されたイギリス「タイムズ紙」の

https://news.yahoo.co.jp/articles/8bff026a46dc942b7f76b2011b64ded0295754c7/images/000
https://news.yahoo.co.jp/articles/8bff026a46dc942b7f76b2011b64ded0295754c7/images/000
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インタビューで語ったものです。 

ケロッグ氏は、停戦後のウクライナの安全保障体制について、▼ウクライナを南北に流れるドニプロ

川の西側にイギリス・フランスが主導する有志国による部隊が展開し、▼ウクライナ東部や南部クリミ

ア半島などロシアが実効支配する地域にはロシア軍がとどまる案を示しました。 

また、現在の前線付近には「非武装地帯」を設けて、ロシアとウクライナ軍の衝突を回避するとして

います。 

ケロッグ氏は、有志国部隊が駐留する案について「ロシアにとって全く挑発的なものではない」と主

張したほか、アメリカが地上部隊を派遣する考えはないと強調しました。 

また、タイムズ紙は停戦後のウクライナの状況について、ケロッグ氏がアメリカ・イギリス・フランスと

ソ連が分割統治した「第 2次大戦後のドイツ・ベルリン」になぞらえたと報じています。 

これについてケロッグ氏はSNSで不正確だと指摘し、有志国部隊の責任地域について述べたもの

で、「ウクライナの分割についての言及ではない」と主張しました。 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/a9b8dab3c5cda0241337011ee1ab81649

fca9df4/images/000 

 

❹ ゼレンスキー氏を猛批判 トランプ氏、対米依存不満（KYODO, 2025 年 4 月
15 日） 

【ワシントン共同】トランプ米大統領は 14日、ウクライナのゼレンスキー大統領を猛烈に批判し「有

能ならロシアとの戦争は起きなかった」と述べ、米国の軍事支援に依存する姿勢への不満をあらわに

した。「彼が有能かどうかも分からない」とも語った。早期の停戦実現が見通せない中、ウクライナへの

圧力を強めた。ホワイトハウスで記者団に語った。 

米国が主導する和平交渉を巡ってウィットコフ中東担当特使が 11日にロシアでプーチン大統領と

会談したが、目立った成果は報じられていない。トランプ氏は最近「ロシアは動かなければならない」

とも訴えており、ロシアとウクライナの双方へのいら立ちを強めている。 

https://news.yahoo.co.jp/articles/a9b8dab3c5cda0241337011ee1ab81649fca9df4/images/000
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トランプ氏は記者団に和平交渉で「非常に近い将来に大変良い提案があるだろう」と主張したが、

詳細は語らなかった。 

ゼレンスキー氏について「国土が20倍のロシアと戦争をするべきではない」とし、米国に武器供与

を「次々に求めてくる」と不快感を表明。口論になった2月末の米ウクライナ首脳会談について「乱

暴」だったとし、ゼレンスキー氏に対して批判的に振り返った。 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/ed093e52413f2fa345bc87d29cd3efbab

ab68d5b/images/000 

 

❺特別軍事作戦 4 月 15 日の概要 露国防省（2025 年 4 月 15 日） 

ロシア国防省は、特別軍事作戦の進捗状況に関する日報を発表した。スプートニクが最も重要な項

目をまとめた。 

ウクライナ軍は過去24時間で 1200人以上の人員を失った。 

ロシアの対空防衛システムは過去 24 時間でウクライナ軍の米国製誘導爆弾 JDAM を 4 発と、米

国製M142高機動ロケット砲システム「ハイマース」のロケット弾5発とドローン304機を撃墜した。 

ロシア軍は過去24時間でウクライナ軍の軍事空港と攻撃ドローン組み立て作業所を攻撃した。 

 

https://news.yahoo.co.jp/articles/ed093e52413f2fa345bc87d29cd3efbabab68d5b/images/000
https://news.yahoo.co.jp/articles/ed093e52413f2fa345bc87d29cd3efbabab68d5b/images/000
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https://sputniknews.jp/20250415/415-19776697.html 

 

❻ウクライナの復興費用、推計 80 兆円 誰が払う？（2025 年 4 月 15 日） 

ハンガリー首相官邸のオルバン・バラシュ補佐官（首相と同姓だが別人）は、ウクライナの復興費用は

5000億ユーロ（80兆円）に上るとの推計を示した。また、ウクライナ政府は 1兆ユーロ（約 160兆

円）と見積もっているという。 

オルバン氏は「これに加えてウクライナの国家機能維持には年間 1000億ユーロ（16兆円）の費用

がかかるが、これも大部分をEUが負担することになる」と述べた。 

ウクライナをめぐっては、これまで最大のドナー国であった米国が、トランプ政権になり支援に否定

的になっている。米国の支援が下火になれば、EUや日本といった他の西側諸国が埋め合わせをする

事態にもなりかねない。 

ウクライナのゼレンスキー大統領は、このごろの英紙のインタビューで「資金が必要だ。ウクライナの

予算は足りず、別のプログラムが必要。欧州は資金提供する必要がある」と西側諸国の更なる支援を

引き出そうとしている。 

日本も円借款などを含め、これまでに総額 120億ドル（約 1.8 兆円）以上のウクライナ支援を表明

してきた。岩屋外相は「ウクライナのこれからの復旧・復興にしっかり関わって、日本の果たすべき役割

を果たしていきたい」と述べている。 

 
https://sputniknews.jp/20250415/80-19775771.html 

 

❼ プーチン大統領とウィトコフ特使の会談は生産的＝露特別代表（2025 年 4 月

15 日） 

 

https://sputniknews.jp/20250415/415-19776697.html
https://sputniknews.jp/20250415/80-19775771.html
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ロシアのドミトリエフ大統領特別代表（対外投資・経済協力担当）は、プーチン露大統領と米国のウィ

トコフ特使の間で行われた交渉は「生産的」だったと述べた。ウィトコフ氏は会談後のメディア出演で、

「商業的な協力」を通じて露米関係の新たな形を確立する可能性について言及している。 

https://sputniknews.jp/20250415/19774257.html?rcmd_alg=collaboration2 

 

❽露クルスク州で大規模な無人機攻撃 1 人死亡（2025 年 4 月 15 日） 

露クルスク州は現地時間 15日未明、大規模な無人機攻撃により住民 1人が死亡、9人が負傷した

と報告した。 

集合住宅や民家が被害を受け、複数の住宅で火災が発生した。また、救急車両の車庫が攻撃を受け

た。 

クルスク州では無人機攻撃による危険が発表される中、上空で一連の強力な爆発があったという。 

 
https://sputniknews.jp/20250415/1-19773956.html 

 

❾ロシアは米国との取引で罠に陥らない方法を知っている＝ラブロフ外相（2025

年 4 月 15 日） 

ロシアのラブロフ外相は、露紙『コメルサント』のインタビューで、「互恵的な取引とはどのようなもの

かをよく理解している」とし、ロシアを罠にかけるような取引をトランプ米大統領と結ばない方法を知

っていると語った。 

ラブロフ氏のその他の発言 

・ウクライナの政権は、1991年の国境線への回帰を口にしながら、「より高値で」を交渉するための

土地にしか興味がない。 

・ロシアは、紛争解決に関する西側諸国とのいかなる計画について議論する際、ウクライナの「（道徳

的な）清らかさ」を確認することを主張している。 

・欧州は「新たな半総統」を見つけ、ウクライナ領土の一部でナチス体制を維持したいと考えている。 

・ロシアは、世界の戦略的状況が変わらない場合に自国の防衛能力を確保する方法を知っている。 

・ロシアは誰かを「追いかけている」わけでもなく、制裁解除を求めているわけでもない。 

・露米は、両国間の接触において、ウクライナでの和解に関する合意の主要な要素についてまだ合

https://sputniknews.jp/20250415/19774257.html?rcmd_alg=collaboration2
https://sputniknews.jp/20250415/1-19773956.html


7 

 

意に至っていない。 

・ロシア側は米政府から二国間形式で戦略的関係を議論するという申し出を受けていない。 

・トランプ政権は、ロシアとの対話不足についてバイデン陣営から受け継いだ「愚行」として扱った。 

・露米は、大使館の業務再開と外交官へのビザ発給問題の解決に向けてどのように進めていくかに

ついて理解を示している。 

 

https://sputniknews.jp/20250415/19773786.html 

 

❿【4/15 ロシア・ウクライナ紛争】ウクライナ紛争継続を謀るグローバル・エリート

(2025 年 4 月 15 日) 
https://youtu.be/NUugwvriD28 

 

中立の立場からロシア・ウクライナ紛争を見る。 

今回は、ウクライナ軍参謀本部がロシア軍の攻勢を認めたのですが、情報戦の中の互いの情報はそ

のまま信じることができない。なぜならばグローバル・エリートがリベラル・マスコミを通じて世論誘導

https://sputniknews.jp/20250415/19773786.html
https://youtu.be/NUugwvriD28
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をしているからというお話です。 

 ドンバス生まれの平和を知らない少女が言っていました。「戦争は、他人の意見を憎むことから始

まる」と。 

 ロシア国防省は、4/10、ロシア軍がスムイのジュラフカ村を占領したと発表しましたが、ウクライナ

当局は、それを認めなかったのですが、4/11、なぜかウクライナ軍参謀本部が認めたのです。それば

かりかウクライナ軍に不利な情報までもたくさん流し始めたのです。 

 我が国には米民主党系とチャイナ系の二つのグローバル・エリートが与野党を問わず、マスコミ、

財界、学会、法曹会、労組、官僚にいらっしゃるかもしれません。上智大学名誉教授の故・渡辺昇一先

生は、戦後利得者とおっしゃっていました。 

https://www.youtube.com/watch?v=NUugwvriD28 

 

https://www.youtube.com/watch?v=NUugwvriD28

